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と指導に一生懸命の時代であっ たのである。それがいつの聞にか 「学校衛生」 が「学校保














卒業年次 在籍数 就養職護者教数諭 その他 備 考
昭和 4 7年 79 62 1 7 
4 8 年 79 75 4 
4 9年 80 74 6 
5 0 年 1 0 8 1 0 5 3 
5 1年 125 1 24 1 
5 2年 167 158 9 





ん苦労じた ζ と，むずかしかったこと JK関する回答の結果は，表2のとおりであった。
表2 新任当時の苦労したこと
l. 職務内容について
イ 保健tζ対する一般教師の理解，養護教諭の位置づけが低い 6 
ロ 養護教諭の本務以外の仕事をさせられる 4 
ハ 養護教輸と保健主事との職務の不明確 3 
ニ 何から手をつけてよいかわからない 7 
ホ 専門知識の不足 2 















1. 養護教諭の仕事が理解されなかったとき 18 
2. 職場が非協力的で仕事が思うように進まないとき 13 
3. 雑用をさせられるとき 3 
4. 学校内での人間関係 14 
5. 相談相手もとfく孤独感を感じたとき 11 
6. 自分の能力の限界を感じたとき 16 
7. 職務内容が漠然として自信がないとき 5 
8. 家庭と仕事の両立がむずかしいとき 8 
乙こでも I～5は職場側， 6～8は養護教諭自身の側と大別できるけれども 8を除けば
6も7も職場の環境条件が大なり小なりに反映していると思われるのである。
図1 苦労した対象ーやめたいと思った
校長 ( I O ) 
保主 ( I 5 ) 
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しばしば 亡コ とき6とは重量 伝い亡コ
0.1 (n-34) 
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